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東海道棟方板画 
昭和38～39年（1963～64）　全65点の内30点　
横位置・墨摺木版　各36.8×45.5cm　
縦位置・木版・彩色・各48.2×38.1cm　棟方志功記念館
昭和38年3月、駿河銀行から現代の東海道五十三次版画の制作を依頼さ
れた棟方は、7回の取材旅行を重ねた末、東京から大阪までを61点（表
題、柵外、開扉、閉扉を加えて65点）にまとめた「東海道棟方板画」を翌
年4月末に完成させた。棟方は単に目の前の風景を写すのではなく、そ
こに生きる万物の生命感を「板画する」作業に徹し、縦（彩色）と横
（黒白）の画面を交互に置いて構図的な効果も考慮している。

亀山─城跡前（じょうせきぜん）

新居─空洲浜（からすはま）

由比─海工事（うみこうじ）

柵外一里塚（いちりづか）

四日市─混備何問 （こんびなーと）

舞坂─貝垣段堀（かいがきだんぼり）

蒲原─街掘割（まちほりわり）

開扉

桑名─鳥居波（とりいなみ）

袋井─裂戸堀（きれとぼり）

吉原─左富嶽（ひだりふがく）

名古屋─目抜斜雨（めぬきしゃう）

掛川─櫓階段（やぐらかいだん）

原─裾一文字 （すそいちもんじ）

085

大阪─街心雑踏（がいしんざっとう）

鳴海─急雷電 （きゅうらいでん）

日坂─小夜泣石 （さよなきいし）

小田原─枯里城 （かれさとじろ）

守口─淀川急雨 （よどがわきゅうう）

知立─杜若祭（とじゃくさい）

金谷─胸襟仰開（きょうきんぎょうかい）

大磯─徳永晨雪（とくながしんせつ）

京都─雪舞台（ゆきぶたい）

豊橋─招城天守（まねきしろてんしゅ）

清水─港暮色（みなとぼしょく）

横浜─熨斗結雲（のしぐも）

大津─湖情夜緒 （こじょうやちょ）

二川─岩菩薩（いわぼさつ）

興津─眺山門 （ながめさんもん）

東京─橋央里程元標 （きょうおうりていげん
ぴょう）


